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10
年
後
の
大
切
な
あ
な
た
へ

広報

　

戦
後
50
年
経
ち
、
日
本
の
「
家
族
」
の

姿
も
随
分
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

３
世
代
、
４
世
代
同
居
か
ら
核
家
族
化

が
進
み
、
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
か

ら
、子
ど
も
の
非
行
が
騒
が
れ
、親
が
子
を
、

子
が
親
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
、
離
婚
が

増
え
た
り
と
、
そ
の
変
化
は
大
変
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

最
小
単
位
の
「
家
族
」、「
家
庭
」
が
基
本
で

あ
り
、む
し
ろ
改
め
て
、そ
の「
家
庭
の
大
切
」

が
大
き
く
叫
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
村
で
は
こ
れ
ま
で
「
い
い

夫
婦
・
い
い
家
族
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」、

「
家
族
映
画
祭
」、「
家
庭
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
」

な
ど
、
改
め
て
「
家
族
が
話
し
合
う
機
会
」、

「
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
う
機
会
」、「
共
通

体
験
を
通
じ
て
家
庭
を
見
直
す
機
会
」
を
、

村
民
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
村
が
誕
生
し
て
ち
ょ
う

ど
50
年
。
こ
の
年
に
、
ま
た
何
ら
か
の
「
家

族
を
考
え
る
企
画
を
」
と
い
う
こ
と
で
、

「D
ear

大
切
な
人
～
10
年
後
の
あ
な
た
へ

～
」
と
い
う
、
10
年
後
に
配
達
さ
れ
る
手

紙
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
世
話
に
な
っ
て
い
な
が
ら
、
な

か
な
か
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
奥
さ
ん

へ
」、「
親
と
し
て
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い

る
我
が
子
や
孫
へ
、
そ
の
思
い
を
」、「
育
て

て
も
ら
っ
た
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
」、

「
自
分
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
人
へ
な

か
な
か
言
え
な
か
っ
た
自
分
の
気
持
ち
を
」

な
ど
、
十
人
十
色
の
「
熱
い
思
い
」
を
手

紙
に
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
村
が
責
任

を
持
っ
て
10
年
後
に
配
達
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
初
旬
に
は
、
村
内
の
各

家
庭
で
「
心
温
ま
る
」、「
涙
を
流
す
」、「
改

め
て
家
族
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
る
」
一ひ

と
と
き時

が
必
ず
訪
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
改
め
て
「
家
庭
の
大
切
さ
」、「
家

族
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

村
の
人
口
と
同
じ
６
５
０
０
通
を
目
標

に
、
投
函
す
る
ポ
ス
ト
役
は
役
場
職
員
も

や
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
を
。

　

平
成
18
年
８
月
29
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

▲やぐらを囲んで盆踊り

み
ん
な
で
盆
踊
り
一
緒
に
一
足
早
い
盆
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
ホ
ー
ム
職
員
に
よ
る

ヨ
サ
コ
イ
踊
り
を
は
じ
め
、
子
ど
も
神

輿
、
は
な
づ
か
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行

わ
れ
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
ホ
ー
ム
職
員
や

社
協
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
に
よ

る
模
擬
店
が
並
び
、
焼
き
鳥
や
焼
き
そ

ば
、
か
き
氷
な
ど
が
全
て
１
０
０
円
と

あ
っ
て
、
買
い
求
め
る
人
た
ち
の
長
い

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
行
わ
れ
た
盆
踊

り
で
は
、
入
居
者
と
そ
の
家
族
ら
が
、

や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
踊
り
の
輪
を
つ

く
っ
た
り
、
一
緒
に
花
火
を
し
て
、
楽

し
い
「
夏
ま
つ
り
」
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
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①フェリー上での記念写真　②アイヌ舞踊を体験する団員たち　③フェリー内でのバイキング食事のようす
④キャンプファイアーのようす　⑤倶知安町の子どもたちとバーベキューをする団員たち　⑥ラフティング
を楽しむ団員たち　⑦休憩をしながら山頂を目指す団員たち

海
洋
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
　

子
ど
も
た
ち
が
洋
上
生
活
や

北
海
道
で
の
交
流
活
動
を
通
し

て
、
人
を
思
い
や
る
心
や
感
謝

す
る
心
を
育
む
こ
と
な
ど
を
目

的
に
、
村
が
毎
年
実
施
し
て
い

る
「
海
洋
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
」。
今
年
度
は
村
内
の

小
学
６
年
生
70
人
と
ス
タ
ッ
フ

18
人
の
計
88
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

北
海
道
で
は
、
ア
イ
ヌ
の
伝

統
芸
能
な
ど
を
体
験
し
た
ほ

か
、
倶
知
安
町
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
登
山
を
し
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ア
ー
を
し
て
交
流
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
尻
別
川
の
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
（
川
下
り
）
に
も
挑
戦
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
上
手
に
ボ
ー
ト

を
進
ま
せ
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
毎
日
快
晴
で
、
参

加
し
た
団
員
た
ち
は
自
然
や

人
々
と
触
れ
合
い
、
充
実
し
た

５
日
間
の
旅
を
楽
し
ん
で
き
た

よ
う
で
す
。

　

同
事
業
は
、
保
護
者
ら
の
強

い
要
望
に
よ
り
、
16
年
度
か
ら

３
年
間
延
長
し
て
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
が
そ
の
３
年

目
、
最
後
の
航
海
と
な
り
ま
し

た
。

７
26

７
30～第９回

① ②

⑦

③ ④

⑤ ⑥

　

特
老
「
い
い
た
て
ホ
ー
ム
」

の
夏
ま
つ
り
が
、
ホ
ー
ム
前
庭

と
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
入
居

者
ら
が
家
族
や
地
域
の
方
々
と

▲ホーム職員によるヨサコイ

▲音楽に合わせてレクダンス

ホーム「夏まつり」 ８
５



広報広報

誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（７月 21日から８月 20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 18年８月１日現在）

	　	 今　月	 昨年同期	

	男	 3262 人	 3340 人	

	女	 3295 人	 3392 人	

	計	 6557 人	 6732 人	

	　	 1740 戸	 1878 戸

人　口

世帯数

（平成 17 年国勢調査に基づき増減された現住人口）
※昨年同期は、平成 12 年国勢調査に基づく現住人口

（− 7 人）

（− 7 人）

（前月比）

（− 14 人）

（± 0 戸）

◆◆◆ ７月１日〜31日までの人口動態 ◆◆◆
	 転入	 ９人	 転出	 16 人
	 出生	 1 人	 死亡	 8 人

▲地区内を踊り流す踊り子ら

▲仮装大会にも参加したトレーシーさん

15

トレーシーさんも浴衣姿で参加

第16回飯樋流し盆踊り大会

道
に
詰
め
掛
け
た
観
客
た
ち
か

ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
着
任
し
た
英

語
指
導
助
手
の
ト
レ
ー
シ
ー
さ

ん
も
浴
衣
を
着
て
大
会
に
参
加

し
、
日
本
の
夏
の
風
物
詩
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

	 赤ちゃんのなまえ	 親の氏名	 行政区

	大内菜
な な み

々美ちゃん	 勝・恵子	 佐　　　須

	巻野陽
はるな

菜ちゃん	 裕之・千江美	 伊　丹　沢

	阿部亜
あ い

衣ちゃん	 公治・ユキイ	 佐　　　須
すくすくと元気に育ってね

	 氏　　　名	 行政区

佐　藤　　　守	 福　島　市

菅　野　美沙紀	 比　　　曽

村　山　博　仁	 深　　　谷

大　塚　由　貴	 南 相 馬 市
いつまでもお幸せに

	 氏　　　名	 年　齢	 行政区

	村　上　松　男	 79	 伊丹沢（上飯樋）
	髙　橋　竹　雄	 90	 伊　丹　沢
	髙　橋　　　榮	 90	 小　　　宮
	庄　司　松　雄	 75	 関　　　沢
	大　内　ヨシヱ	 78	 小　　　宮
	菅　野　武　雄	 98	 大久保・外内
	鈴　木　政　一	 55	 小　　　宮
	庄　司　　正	 75	 伊　丹　沢

ご冥福をお祈り申し上げます
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▲スポーツ講演会のようす

スポーツカーニバル

2006
各スポーツに爽やかな汗

８
19・20

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
大
会

優
勝
…
飯
樋
ド
リ
ー
ム
ズ
（
飯

舘
村
）
▽
準
優
勝
…
桜
ヶ
丘
ブ

ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
ス（
相
馬
市
）

▽
３
位
…
原
二
小
Ｆ
・
ラ
ー
ク

ス
（
南
相
馬
市
）

村
野
球
連
盟
理
事
長
杯

　

村
内
か
ら
中
学
生
チ
ー
ム
を

含
む
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

▽
優
勝
…
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽
準

優
勝
…
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
▽
３
位
…

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
、
ジ
ョ
ー
カ
ー
ズ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

村
内
外
か
ら
35
人
が
参
加
。

男
子
ダ
ブ
ル
ス 

１
位
…
日
下

拓
也
・
渡
辺
大
（
川
俣
町
）
▽

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

１
位
…
渡
部

ま
ゆ
み
・
居
村
久
美
子
（
南
相

馬
市
）
▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス 

１

位
…
遠
藤
貴
志
・
鈴
内
優
香（
大

熊
町グラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

男
子　

１
位
…
高
橋
富
雄
（
飯

樋
町
）▽
２
位
…
鴫
原
忠
夫（
飯

樋
町
）▽
３
位
…
佐
藤
貞
勝（
前

田
）

女
子　

１
位
…
草
野
澄
江
（
飯

樋
町
）
▽
２
位
…
高
橋
ス
セ
ノ

（
飯
樋
町
）
▽
３
位
…
高
橋
ス

イ
（
上
飯
樋
）

▲優勝した飯樋ドリームズの選手たち

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
、

村
体
育
協
会（
大
内
雄
治
会
長
）

主
催
の
「
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ

ル
２
０
０
６
」
が
、
ス
ポ
ー
ツ

公
園
陸
上
競
技
場
を
メ
ー
ン
会

場
に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
た
ち

が
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
野
球
大
会
、
村
野
球

連
盟
理
事
長
杯
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
関
係

団
体
に
よ
る
多
彩
な
ス
ポ
ー
ツ

が
行
わ
れ
、
各
会
場
と
も
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
ス
ポ
少
野
球
大
会

に
は
、
村
内
外
か
ら
８
チ
ー
ム

が
出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
よ

る
試
合
の
結
果
、
飯
樋
ド
リ
ー

ム
ズ
が
見
事
に
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
飯
舘
中
体
育
館
で
は

「
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」
が
行
わ

れ
、
公
立
藤
田
総
合
病
院
の
本

宿
尚
名
誉
院
長
が
「
豊
か
な
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
支
え
る
心
と

身
体
」
を
テ
ー
マ
に
、
ス
ポ
ー

ツ
時
に
注
意
す
る
こ
と
や
健
康

づ
く
り
に
心
が
け
る
こ
と
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
講
演
し
ま
し

た
。

　　

各
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲応援も盛り上がったスポ少野球大会

▲講演する本宿先生

▲ゲートボールを楽しむ参加者たち ▲ニュースポーツ体験 ▲ 60 人が参加したグラウンドゴルフ大会

８
14・15

▲仮装盆踊り大会のようす

　

飯
樋
４
地
区
で
組
織
す
る
、

飯
樋
流
し
盆
踊
り
実
行
委
員
会

（
三
瓶
政
美
実
行
委
員
長
）
主
催

の
「
第
16
回
飯
樋
流
し
盆
踊
り

大
会
」
が
、
２
日
間
に
わ
た
り

飯
樋
町
地
内
に
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
メ
ー
ン
会
場
の
村
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
沿
道
は
多
く
の
帰

省
客
ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
地
域
の
踊
り
子
ら

が
揃
い
の
浴
衣
姿
で
地
区
内
を

踊
り
流
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
行
な
わ
れ
た
仮
装
盆

踊
り
大
会
に
は
、
村
内
外
か
ら

28
組
が
出
場
。
趣
向
を
凝
ら
し

た
出
し
物
や
子
ど
も
た
ち
の
可

愛
ら
し
い
仮
装
が
登
場
し
、
沿


